
経過報告書
令和　　年　　月　　日
●●簡易裁判所　御中
　　　　　　　　　　　　　　　　　　申立人株式会社●●●●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　代理人弁護士　●　●　●　●
（※注：前提条件
　　　　金融機関（相手方）はＡ銀行，Ｂ銀行，Ｃ信用金庫
　　　　いずれも一部はＤ信用保証協会の保証付
　　　　Ａ銀行がメインバンク）
　本申立前における，申立人と相手方金融機関との協議の経過については次のとおりですので，御報告いたします。
令和●年　１月１０日　　申立人と代理人弁護士がＡ銀行を訪問し，申立人が事業再生を行うことを説明し，リスケジュール（元本据置）を要請する。
令和●年　１月１３日　　申立人と代理人弁護士がＢ銀行，Ｃ信金を訪問し，申立人が事業再生を行うことを説明し，リスケジュール（元本据置）を要請する。
令和●年　１月２０日　　申立人と代理人弁護士が第１回金融機関説明会を開催し，経営改善を進めることを説明し，リスケジュールへの協力を求める。Ａ銀行，Ｂ銀行，Ｃ信金，Ｄ信用保証協会が出席する。
令和●年　１月２７日　　Ａ銀行，Ｂ銀行，Ｃ信用金庫が，令和●年６月までのリスケジュールを承諾する。
令和●年　５月２５日　　申立人と代理人弁護士が第２回金融機関説明会を開催し，再生計画案の策定まで時間を要することを説明し，再度のリスケジュールへの協力を求める。Ａ銀行，Ｂ銀行，Ｃ信金，Ｄ信用保証協会が出席する。
令和●年　６月１５日　　Ａ銀行，Ｂ銀行，Ｃ信用金庫が，令和●年１２月までのリスケジュールを承諾する。
令和●年　９月１０日　　申立人と代理人弁護士が第３回金融機関説明会を開催し，事前に開示していた再生計画案・調停条項案（債務の一部を免除）について説明し，金融機関の同意を求める。Ａ銀行，Ｂ銀行，Ｃ信金，Ｄ信用保証協会が出席する。
令和●年１０月２９日　　申立人と代理人弁護士が，金融機関からの意向を受けて免除額等を修正した再生計画案・調停条項案をＡ銀行，Ｂ銀行，Ｃ信金，Ｄ信用保証協会宛てに提出する。
令和●年１１月　９日　　Ｂ銀行●●支店の担当者から代理人弁護士宛てに次の回答がある。担当者としては，申立人が特定調停の申立をした場合，修正された再生計画案・調停条項案に承諾することに異存はないが，本店審査部より，調停の場で調停委員の考えを念のため確認しておきたいとの方針が示された。
令和●年１１月１２日　　Ｃ信金●●支店の担当者から代理人弁護士宛てに，Ｂ銀行と同旨の回答がある。
令和●年１１月１５日　　Ａ銀行●●支店の担当者から代理人弁護士宛てに，Ｂ銀行と同旨の回答がある。

令和●年１１月１６日　　Ｄ信用保証協会の担当者から代理人弁護士宛に，修正された再生計画案・調停条項案を基本的に承諾する意向であるが，調停の場で調停委員の考えを念のため確認しておきたいとの方針が示された。
令和●年１１月２８日　 Ⅾ信用保証協会が代位弁済

令和●年１２月１５日　　Ａ銀行，Ｂ銀行，Ｃ信金，Ｄ信用保証協会を相手方として特定調停の申立て
以　上
書式５
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